
•  インタビューの発言内容を有効に活用するには、発言の意味を捉えて、どう解釈するかが重要です。
•  「解釈する力」をつけることで、きき方（インタビューのしかた）もかわってきます。
•  リサーチャーには、発言や回答内容を、解釈する力が求められています。
•  本講座は、「分析」を実践形式で学ぶ講座です。
•  実際の記録（過去のセミナーの模擬グループ・インタビューの発言録）を用いて分析の演習を
　行いながら分析の考え方や手順を学んでいただいたり、深い分析を行うための方法などを学んでいた
　だいたりします。

・定性調査の分析を基本から学びたい方 
・課題に沿った明確な分析をしたい方 

定性データ※をどう解釈
するかを学びます。

グループワークのフィード
バ ッ ク と 個 別 指 導 の
実 践 形 式 で 学 び ま す 。

演習と講義を繰り返し、
「分析」について体得して
いただきます。※本講座では、グループ・インタビュー

　の発言録などを題材とします。

＊調査の課題を考える力を身に付けたい人 ＊よりよいフローを作りたい人
＊マーケティング的思考力を鍛えたい人

＊インタビュアーを目指している人 ＊企画→分析の現場に関わっている人
＊人との対話をスム―ズにしたいと思っている人

＊定性調査の分析を基本から学びたい人 ＊課題に沿った分析をしたい人

＊定性調査に関わる全ての人
＊定性調査の精度を上げたいと思っている人

企画構築の実践篇
▶「本質的な課題を熟考する　⇒課題をフローに反映」を
　繰り返し、トライ & エラーでとことん学ぶ
▶「フロー作成→模擬 GI→デブリーフ」の実践をして、
　実務に直結させる
▶マーケティング的思考力を鍛える

インタビューの実践篇
▶インタビューの実践を、何度も繰り返す
▶その都度、個別のアドバイスを受けられる
▶対象者体験もして、インタビュアーとして実務に役立てる

分析の実践篇
▶発言録から、どのように読み取っていくのか、実践的に、
　繰り返し行なう
▶目的・課題を意識しながら、分析の考え方を身に付ける
▶報告書を実際に作成し、分析視点や書き方等を
　個別アドバイスをすることで、実務に役立てる

定性調査 実務に役立つ企画力養成講座

定性調査 インタビュー実践講座

定性調査 分析力を養う実践講座

定性調査の基本篇
▶定性調査の概要を理解する
▶定性調査の本質（人の気持ちを探る）、および、
　ラダリングの考え方を学ぶ
▶定性調査の企画・実施は、どのように考えて
　行なうのか、グループワークで実践的に学ぶ
▶様々な手法や実務上の留意点を学ぶ

定性調査 基礎講座
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過去に受講された方々から、下記のような声を頂戴しています。

・定性調査の分析とは？
・演習１：発言の気持ちを読み取ろう！
・ラダリングとは？

・演習２：ラダリングをやってみよう！
・課題に沿って分析する
・演習３：発言録から分析＆考察してみよう！

・個別クリニック：価値構造を明らかにしよう！
・課題を分析し結論を考察する

・いままで手探りでやっていた
分析について、ロジックを学
べ、とても勉強になった。考
え方は理解できたので、自分
でできるようになれるように
努力していきたい。

　（調査会社 3 ～ 5 年）

・発言を分解してラダーをかけて
気持を深く読み解いていく点が
勉強になった。評価（対象者の
発言）は、その発言のバックボー
ンがあるからでてきているとい
う事が理解できた。

　（クライアント　調査経験3～5年）

・グループワーク、演習が多かっ
たのはよかった。自分で考え、
書くことによって、どこがわかっ
ていないの（できていないのか）
に気付いた。

　（調査会社 1 年）

・どうすればいいのかもやもやし
ていた定性の分析方法を明確に
示してくれた。 個別クリニック
も、自分の考え方のクセが見え
て、今後の参考になった。

　（クライアント　
　　　　調査経験 1 ～ 3 年未満）

● 過 去 の 受 講 者 の 声  

●JMRA 定性調査関連の講座の位置づけ

● 日程及びカリキュラム

● 講座の概要 

● 対象 

第1回 
2019年1月17 日（木）

10：00 ～17：00

第2 回 
2019年1月23日（水）

10：00 ～17：00

第3 回 
2019 年1月30 日（水）

10：00 ～17：00

・様々な分析のまとめ方について 
・価値分析・ジャーニーマップ・・・等 
・受験者の希望を取り入れて追加の講義をします。

追加講義 (自由参加)
2019年2月1日（金）

13：00 ～17：00

定性調査の基本！定性データをどう解釈するか－分析力の養成

定性調査 分析力を養う実践講座



JMRA 定性調査関連講座には下記の 4 講座があります。
定性調査の基礎講座を受講された方は、2018 年度の下記 3 講座につきまして、それぞれ 5,400 円（税込）の割引となります。
各講座の詳細は、JMRA ホームページの講座案内をご覧いただくか、下記までお気軽にお問合せください。

基　　礎

定性調査の基礎講座 (6 月～7 月 )

応　　用

定性調査関連
定性調査 実務に役立つ企画力養成講座 (9 月～10 月 )

定性調査 インタビュー実践講座 (11 月～12 月 )

★★★本講座　定性調査 分析力を養う実践講座

《2018 年度　定性調査 分析力を養う実践講座》
一般社団法人 日本マーケティング・リサーチ協会主催

一般社団法人　日本マーケティング・リサーチ協会
〒101-0044 東京都千代田区鍛冶町1－ 9－ 9 石川LK ビル2階
TEL  03-3256-3101　　FAX  03-3256-3105

キャンセル料
7 日前～2 日前のキャンセル ………………… 参加費の 20％
前日のキャンセル ……………………………… 参加費の 70％
当日キャンセル、ご連絡がなかった場合 ……… 参加費の 100％
また、当日の録音機器等の持ち込みは、固くお断り致します。

参加費はご欠席されても返金できません。お申し込みされた
方がご都合の悪い場合は代理の方がご出席ください。代理の
方のご参加も難しい場合は、7日前までにご連絡ください。
それ以降の場合は下記のキャンセル料を申し受けますので予
めご了承ください。 

JMRA 正・賛助会員社（者） ／ 1 名

 55,000 円＋消費税＝　 59,400 円 
一　　般 ／ 1 名

 66,000 円＋消費税＝　 71,280 円 

JMRA 正・賛助会員社（者） ／ 1 名

 62,000 円＋消費税＝　 66,960 円 
  一　　般 ／ 1 名

 74,000 円＋消費税＝　 79,920 円  

振込先　三菱 UFJ 銀行　　　飯田橋支店（普通）4669542
　　　　みずほ銀行　　　　　飯田橋支店（普通）660769
　　　　  （銀行振込時に振込手数料は差し引かずにお願いします。） 

●請求書と参加証は随時発送いたします。
　請求書到着後、1 月16 日（水）までにお振込みください。 
　参加者が8名に達しない場合は、開催を見合させていただく場合が
　ございます。その際は、事前にお申し込み者にご連絡差し上げます。
　2018 年 6 月～7 月開催の「定性調査の基礎講座」を受講された方
　には上記参加費から 5,400 円（税込）が割り引きされます。

FAX ０３－３２５６－３１０５　お問合せは TEL: 03－3256－3101
WEBからのお申込みは   http://www.jmra-net.or.jp/activities/seminar/

● 肥田　安弥女氏　フリーリサーチャー　
● 中村　亜砂子氏　株式会社カンター・ジャパン

定員 ：25 名　

● J M R A 定 性 調 査 関 連 セ ミ ナ ー の 体 系 お よ び 割 引 に つ い て

● 講 　 師● 参 加 費 ・ 支 払 い 方 法  

● お 願 い  

● 会 場 お よ び お 問 合 せ 先  

● 定 　 員  

【全 3 回】

【全 3 回＋追加講義】

所在地  〒

　１．JMRA 正会員　　２．JMRA 賛助法人会員　　3．JMRA 賛助個人会員　　4．一般

※以下の□欄に、必ずチェック ✔ を入れた上でお申込みください。 

□　上記、個人情報の取り扱いについて同意します。 

会社名　

TEL　　　　　　　　　　　          　　　　　　　　FAX

申　込　書

お名前 役職名
（部・課名）

登録の
可・否（※）

定性調査
経験年数 追加講義

申込む・申し込まない年 可　否

E-mail

(※) 以下の内容をご確認いただき、登録の可否について○印をつけてください。 
「可」：参加申込書に記入した個人情報は、お申込み受付対応およびセミナー運営のための利用の他、JMRA メールマガジン ( 月に一度の業界の情報をお届け
　　　するメルマガ ) や参加セミナーの関連情報を配信するために利用することに同意します。 

「否」：今回のセミナーにおける参加確認以外に利用することは同意しません。

＜個人情報の取り扱いについて＞
下記の個人情報の取扱いに関する事項についてご確認いただき、同意の上お申し込み下さい。 
■ 事業者の氏名または名称 一般社団法人 日本マーケティング･リサーチ協会 
■ 個人情報保護管理者 一般社団法人 日本マーケティング･リサーチ協会　事務局長 
■ 個人情報の利用目的 取得した個人情報は、お申込み受付対応およびセミナー運営のために利用いたします。「 登録の可否」欄に「可」としていただいた場合は、上記に加えて、 
　 JMRA メールニュース ( 月に一度の業界の情報をお届けするメルマガ ) や参加セミナーの関連情報を配信するために利用いたします。 
■ 個人情報の第三者提供について 本人の同意がある場合または法令に基づく場合を除き、取得した個人情報を第三者に提供することはありません。 
■ 個人情報の取扱いの委託について 取得した個人情報の全部または一部を委託する場合があります。その場合には、個人情報の管理水準が、当協会が 設定する基準を満たす企
　 業等を選定し、適切な管理、監督を行います。 
■ 開示対象個人情報の開示等および問合せ窓口について 
　 本人からの求めにより、当協会が本件により取得した開示対象個人情報の利用目的の通知・開示・内容の訂正・追加または削除・ 利用の停止・消去（「開示等」といいます。） 
　 に応じます。開示等に応じる窓口は、下記になります。 
　 一般社団法人 日本マーケティング・リサーチ協会 
　 個人情報　苦情・相談窓口責任者 (TEL：03-3256-3101 　 FAX：03-3256-3105) 


